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凡例




これは「霧社」再版（昭和十八年十一月二十日　昭森社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。
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　べランダの籐椅子に倚りかかりながら、シヤワアの後の一杯のビイルに口を濕しながら、この家の主人は旅の客に話すのである。




　あの花ですか。あれは名も無い花ですよ。さうでせうとも。きつと方々、行く先き先きでごらんになつたでせう。臺灣の草原ならどこにでもいやといふほど茂り蔓つてゐる奴です。あんなものを庭の垣根にからませて置く者は私だけでせう。一たいこの庭は、こんなものでも庭と言へますかどうですか、何しろ私が役所の休みに半日かかつてひとりでこしらへたもので、それも臺灣にありふれたものばかりを集めてみようといふつもりだつたのですから、所謂庭木らしい庭木はただあの蛇だ木ぼくの下にある茉まつ莉りぐらゐなものでせう。

　それにあの花を垣根にからませてゐるについては、ただ私の似而非風流ばかりでなく、少しばかりこれに纏る因緣話があるのです。そのために私は三十年近くも、家は幾度か代つたが庭にはいつもあの花を植ゑます。

　もともと内地にはないのですから日本の名前はありますまい。それに學名も知れないのです。私自身では無論、つてを求めて知名の學者にもしらべてもらひましたが、根ねツから見當がつかないのです。私だけは、あれを松原朝顏と名づけてゐるのです。松原といふのは私の友人の姓です。それをここの土へ植ゑつけた男なのです。アフリカから持つて來たのです。さう、全く、日本的な花ですね。日本にあつたものとしても少しも不似合ではありませんね。花はまるで白朝顏だし葉はまづ麻の葉でせう。松原がわざわざそんな種を持つて來たのも、これに日本的ななつかしみがあつたからかも知れません。




　明治二十九年のたしか春であつたかと思います。ここでは春も何もありませんが、ともかく三月か四月の事でした。役所へ、シンガポールから珍しい手紙が來たのです。それがあまり珍らしいといふので上は總督から下は小使までも殆んど殘らずその手紙を回讀した程でした。その手紙は今でもどこか役所には殘してあらうかと思ひますが、それは約二十年前、その當時から約二十年前に日本の土地を離れて、この間まで現にアフリカで農場を營んでゐた或る日本人がよこしたもので、言はば懷鄕の念と愛國の情とが、前後入りみだれた下手な文章のなかから言外に溢れてゐるものなのです。

　約二十年前に日本の土地を離れて以來、奴隷になつて印度からアフリカの諸方を賣られながら流浪し、最近では或るもののわかつた英國人に助けられて、それの親切からやつと奴隷の境界を放れ、最初にはその主人の助力によつて、後には獨力で、アフリカにささやかながら一個の農園を營んでゐた。しかしその舊主人には一昨年死なれてしまふし、身は日本人だといふので事每に肩身が狹い。國内にゐる人は何も氣がつかないかも知れないが、海の外では日本人は黑ん坊も同じ者である。今まで身に覺え込んでゐる侮辱は數限りもない。どうにかして、自分の生れた國の旗の下で生きてみたい。事業をするのならば日章旗の樹つてゐる所、といふ考は今日や昨日に始まつたものではなかつたけれども、十七の歳に國を出たきり、歸つて見たところで寄邊もあるわけではないし、又これぞと言つて格別に身を助けるやうな職も藝も覺えてゐない自分を省みるとただの一時の感情に任せて故國ヘ歸つてみたところが、有金を費つた後では食ふに困るやうな結果になりはしないかと思ひかへしては、いつも躊躇してゐた者である。ところが、今度臺灣がわが日本の領土となつたにつけては、もしそこにでも住むことが出來れば、熱帶地方の生活には永年慣れてもゐるし、また外の職業は出來なくとも土地の開墾には多少の經驗もあり、さう考へると矢も盾もたまらなくなつて、農園は捨てるがごとく賣拂つて一氣にシンガポールまで來たのであるが、ふと今になつて氣がついた事には、日本の政府當局が果して臺灣統治についてどういふ方針を定めてゐるやら——といふのも、實は、この土地に來て外國人どもの噂を聞けば、日本の政府は臺灣を持ちあつかつてゐるから、これを占領したといふのも一時の名ばかりで、今に再びもとの支那か、でなければどこかへ手放すのが關の山だらうなどといふ者もあり、もし萬々一さういふ事でもあるならば、自分の折角のこの希望も水の泡である。自分は日本では臺灣より外の土地では住めないのであるから。かう氣がついたものだから、かうして途中から手紙を以て問合せるのである。自分は、今までにも外國人たちの言ふところを眞にうけてこの間まではわが國が支那に負けたものとさへ思つてゐた程である。自分の國の力さへ知らないといふ情けない事實もそれほど自分が故國を離れ去つてしまつてゐるからである。それにつけても政治上の深い問題などは何人にもわからない事として、ただ臺灣といふ土地には私のやうなものでも生きる餘地があるだらうか。また統治者はかういふ希望の一國民に便宜を與へてくれる事が出來るだらうか。——と、まづ手紙の要領といふのはかうでした。この手紙を見て我々は非常に動かされたものです。その手紙の差出人が卽、松原であつたのですが。我々は異口同音に松原を迎へようと言ひ合つて總督も早速に返事を出させたのです。

　我國の國力は充實してゐる。臺灣の統治ぐらゐは現に着々と步をすすめてゐる。さうして徹底的に遂行しなければならない。この際、君のごとき人物は國家にとつて最も有能の材だと信ずる。君が臺灣に來ることを總督府は歡迎し、出來るだけの便宜を取計らふ。かういふ返事を得た松原は二ケ月ばかりすると、もう臺灣へ渡つて來たのです。

　松原の手紙を讀んで最も感激した者は、かういふ私でした。私は役人のうちでも最も年少であつたし、それに私自身が十八の時に戰爭が始まつたと聞くと家を飛び出して、殆んど卽席仕込みのやうな南京官話で陸軍の通譯官にされたかと思ふともう戰爭がおしまひになつたのが殘念で、再度志願して臺灣へまはして貰つて、その用事がすんでもまだ内地へは歸らうとしない男なのを御承知になつたなら、私が松原に同感した理由は別に述べるまでもありますまい。そのころ、私たちのやうな靑年は日本にはざらにあつたものです。旣にここにも我々の仲間に、同じやうなのが四人までゐて、それが皆すぐさま松原の友人になつたのです。松原は私などよりはずつと、——十五六も年上だつたのですが、滿足した落着いた生活をしたことがないといふだけに、いつまでも靑年らしいところの殘つてゐる人でした。それに變つた身の上でまた世間が廣いだけに、人をわけへだてするやうなところもなく、一言にいふと彼の方でも私たちの意氣に投合してくれたのです。松原には細君がありました。海外を流浪してゐるうちに偶然に知り合つたといふのですがやはり日本人でした。仲のいい夫婦で、彼等はいつどこでも、ふたりづれで步いてゐました。この當時の日本の風俗からいふと、夫婦づれで步くなどといふことは珍らしかつたのです。細君はまだ三十になるかならないかの人でしたが、十二の時から國外にゐたといふので樣子もどこか外國人染みて風俗もすつかり西洋風で、それに馬などへも上手に乘りました。煙草を好きで、それに酒も少しは飮みました。ごく快活な性質で、松原とは全く似合ひの夫婦でした。私たちは松原とその細君とが來たので、自分の生活が賑やかになつたやうな感じがした程でした。彼等は下手な、訛の多い日本語を使ひました。夫は九州の南部だつたし、細君は長州の日本海に面した地方の生れだといふことでした。私たちがその下手な日本語を時時笑ふと、彼等はこれでも日本の言葉を忘れてはならないといふので、每日夫婦して稽古してゐたのだ、とさう眞顏で答へた事がありました。

　總督府では松原の希望を容れて、松原の爲めに土地を下附する事になり、その場所も無論、松原の選定に任したのでした。私は半ば松原の賴みと、半ば總督府の命令とで、彼を私の心當りの場所へ案内してみせたのでした。私は戰爭がすんで、もう通譯官など必要でなくなると、藩地を踏査してみたいといふ志を立てて、さう奧深くない場所はもうその時多少步いてみてゐました。（さうです、その後約三十年近くの私の生涯の大部分は蕃山で暮したわけです。）それで私は喜んで松原の土地選定の相談あいてにもなり、案内役にもなりました。最初私が松原に見せたところは東海岸の北部、花蓮港の少し奧の地方にある一つのスロオプでした。松原は大へんそこが氣に入りました。それで早速その土地の下附を願つたのでしたが、それはたうとう許可されませんでした。といふのは、その折角の土地は附近一帶の蕃人が第一に豐饒な土地としてゐる場所であつたので、それを取上げてしまうては、蕃情が不穩になる惧があるといふ報告を、總督府がその地方の役人から受取つたのです。その報告をした人といふのがまた、ひどく蕃人を怖ろしがつてゐて蕃人を治めてゐるといふよりは蕃人の番頭をつとめてゐるやうだといふ非難などもあつた人で、總督府も松原の爲めに隨分努力したのだけれども、らちがあきませんでした。事情を知ると、松原はあつさりと誰よりも早くあきらめてしまつたものです。——蕃人であらうが何であらうが、折角人が大切にしてゐる所を、そんな所よりももつと誰もさう重寳がらない所の方が、開拓しがひもあるからね。そこで私は二度目にはずつと南端の方、恒春といふところがありますが、あとで地圖をお目にかけませう。そこの奧に山と山との間にちよつとした平野が開けてゐるのを思ひ出して、そこへ松原を案内したのです。御存知でもありませうが、そこは臺灣討伐の當時の激戰地で、その山間で日本の一部隊が全滅したといふので當時唱歌などにも歌はれた有名な三角湧のすぐ近くでした。ここは花蓮港の奧のスロオプにくらべると廣大でもなかつたし、一たいにあれ程よくなかつたけれども、ここならば誰も苦狀をいふ者もなかつたし、それに松原には同胞が三十何人かそこで討死したといふ歷史が、案外に氣に入つた樣子で、少し狹いのはここがもし成功した上ではまた附近に別のところを搜すつもりにして、ともかくも一時、この土地を下附して貰ふことにきまつたのです。私も勿論、松原の意見に賛成しました。この地方の蕃情はまだよく定つてはゐませんでしたが、ここは蕃地ではありませんでした。その上私は松原の下附された土地からやや離れてゐるけれども、やはりこの地方の或る蕃人の頭目とは極く懇意な間柄でした。懇意といふ以上で、その頭目は私を命の親だと言ひ、その部落全體がひどく私を德としてゐてくれるのでしたが、その頭目がこの地方でかなり有力な人物であつたから、私は彼に會つて松原のことも一度よく賴んで置かうなどとも考へてゐたので、さういふ意味でもこの土地は好都合に思へたのでした。有力な頭目が私を恩人としてゐるといふのは、いや何でもない事で、一度その地方で蕃人が亂暴を働いた事があつた時、それを討伐してその代表者として頭目が臺中の憲兵の手につかまへられて殺されようとしてゐるのを、私が命乞ひをしてやつた事があつたのです。頭目を殺して見たところが、一時の見せしめになつても、永い目では決して好結果ではない。又事件は別に組織的にやつたわけではなかつたのだから、何も頭目ひとりの責任でもなし、そんな無益な殺生をするよりは、寧ろ罰金の意味で何か彼等には重すぎる程の負擔をかけてやつた方がよからう。さういふ方法が蕃人の習慣にも協ひ、從つてその意味が彼等にも納得しやすい上に、その方が蕃社全體が直接に困りもするのだから、結局見せしめにもなるわけであるといふので、私は憲兵隊の知り合に自分の意見を述べ、それではといふので、牛三頭と小銃を十五挺とを罰として納めれば、頭目の命は今度だけ見逃すといふことに處置をしてもらつた事件がありました。その時頭目は折角助けてもらへる事にはなつたが、その負擔が彼等には堪へきれなかつたのです。小銃の十五挺は、廣い部落だつたからどうやらかうやら自分たちのを寄集めたりして持つて來ましたが、さあ、牛三頭がどうしても買へないといふのです。一頭はどんなに安く見積つてもどうしても三十五圓はする。それを三頭はなかなか以て手に入れられないといふのです。ひどく困つて、憲兵隊へ泣きついて來たのを、こちらではそれが見せしめでもあり、半分は面白がつて、それぢや仕方がない頭目を殺すばかりだなどと言つてからかつてゐたのです。私もせつかくここまで來て、それ以上考へてやらないのも佛作つて靈の入らぬわけだと思つて、蕃人に智惠をつけてやつたのです。附近の平地では蕃地でも耕作に慣らしてゐるから牛は高いが、山地の方面なら野育ちの牛が、平地の一頭の値で三頭手に入る。憲兵隊では畑で使ふわけではなし、多分御馳走に食べるぐらゐなものだから、どこの牛でも同じことだ。お前たちにすればいづれ人にん工ぐは厭はないのだから、東海岸へ出て行つて遠くからつれて來るがよからう。かう敎へてやつたのです。ところがそのとほり實行してゐるうちに途中で三頭のうち一頭は死なしてしまつたりして、三頭を二頭ですませて貰ふことなども私が通辯して口を利いてやつたりしたといふので、それだけの事を先生たち大へん有難がつて、後に私がその蕃社へ訪ねで行つた時には部落の者が全部集つて泣くばかりに喜んで歡迎してくれました。頭目は私に二才になる赤ん坊の娘をくれやうと言ひ出して、斷るのに困つたりしたものです。その赤ん坊を育てて女房にするがいい。自分で育てられなけや俺が預かつて育てて置いてやるともいふのです。或るアメリカ人の書いた本に、やはり臺灣の生蕃が赤ん坊をくれると言つた事を記して、多分それを御馳走にして食べろといふ意味だらうと解してゐますが、それは全くの誤解で、ここの蕃人には食人の習慣は絕對にありません。私が赤ん坊を辭退すると、それぢや代りに何でも欲しいものを言へといふので、それならトンボ玉があつたら少し貰ひたいといふと、よし來たいくらでもやると言つて、長く珠數になつた奴が兩手にこぼれ出すのをとり出して、さあ持つて行けといふ。そんなに貰つても仕方がない、ここに置けば大切な財產だが我我にはさう用はないから五つ六つもくれといふのをきかずに、つないだのを半分くれましたけが、それが一尋以上ありました。皆が珍らしがつて、一つくれ二つくれと言ふものだから、女や何かに簪にしろだの、帶止の玉にもなるの、男なら煙草の緖〆なんて、別に大して欲しがりもしない人にまでやつて居るうちに殆んどなくなりましたが、まだ十や五つは殘つてゐませう。隨分古いのがあつて、何しろ數も數ですし、そのころ或る骨董屋見たやうな男が千五百圓で賣れといふからケチなことをいふなと言ふと二千圓ならといふから、賣り物に貰つて來たのぢやないといつた事がありましたよ……。

　飛んだわき道へ這入りましたが松原はその土地へ落ちつくし、私たちは私たちで每日役所の仕事をしてゐたのです。仕事と言つてやつぱり蕃山を調査することが主でした。さうして半年以上も松原には會はなかつたのです。そのうち例の連中で久しく松原にも會はないし南の方の蕃地でも踏査して、序に松原に會つて來ようといふので出かけたのです。東海岸から這入つて途中でも三四個所仕事があり、いよいよ恒春の近所へ來たのです。そこで途途われわれ四人の議論が二つに別れて、私はその夜直ぐに松原の山の小屋へ行つてとまらうといふと、私のやうにずべらでないひとりは、それはいけない恒春の役所へ立寄つて今夜は徹夜してでも今までの報告書を一先づ纏めあげて、その上で明日の朝、松原のところへ行かう。あまり夜になつて行つて驚かしても惡いし、第一松原のところで吞氣に遊ばうと思へば、報告書を片づけて置くに限るといふのです。これは私の說よりも確にそのとほりなのだから、松原を訪ふのは別に一刻を爭ふわけでもなし、それではといふので皆、恒春の役所へ落ちついたのです。書類の整理におそくまでかかつて床に就いたのは二時でした。私はまだ本當に寢入らないでゐたのでしたが、門の戶を破れるばかりにたたく者があるのです。

　大へんです。松原さんが、殺されたのです。

　一人の憲兵が小使に案内されて、我々の寢室の前へ來ると、息せき切つてさう報告したのです多分、蕃人の仕業だらうといふことでした。

　門前に、その憲兵の乘つて來た馬ははづませた息がまだ納まらずにゐました。私たちも用意された馬に跨りました。現場へ出來るだけ早く馳けて行つたのです。

　山の小屋のなかでは入口の次の部屋に、頭の無い屍體が血に浸つて打倒れてゐました。明放した扉のすぐわきにです。血を踏まずに次の部屋へ行くことが出來ませんでした。次の部屋には細君がやつぱり頸が無かつたのです。細君の屍はこれはベツドの直ぐ下にありました。さうして、そのベツドの上には、松原の頭が置いてあるのでした。これは小屋から二十間ほど離れたところに投げ捨ててあつたのを拾つて來たのだと言ひます。床や壁や扉には血で染つた手がたが殘つてゐて、それはしかし松原が激しく格鬪したあとといふよりも、事件の後にたくさんの闖入者が殘したもののやうに思へるのでした。四個の大きなトランクは錠がねぢ切つてあつて、なかのものは奪はれてありました。私たちは一見してそれは決して蕃人の所爲でない事を確信したのです。蕃人の習慣について少しでも知識があればこれは直ぐわかる事です。一たい蕃人は一種の宗敎的迷信で人の首を欲しがりはしますけれど、それは首が欲しいことが唯一の目的で、命をとることはそのための仕方のない犧牲と考へるので、もし出來ることなら彼等は命は殘して首だけ持つて行くかも知れないと思へるのです。それほど欲しい首を折角得ながら、途中に捨てて行くといふのは考へられない事であり、況んや、蕃人は殺人の序に財物を掠めたり、婦人を犯したりするやうな例は全く無い事なのです。ごく近ごろ一度、男子の生殖器を切斷し姙婦の腹を割いた例がありますが、それはごく近世に他國人の殘忍を見習つて覺えた仕方で、それにしても財物を盜むことはこれこそどうしても考へられないのです。蕃人は自分のものでない限りは落ちてゐるものでも拾はないのです。私たちの判斷では、これはどうしても本島人——つまり支那人の土賊がしたものと思へたのです。蕃人の業と見せかけるためにかういふ仕方をしたのでせう。何にしても、誰も目擊者はありません。發見したのは、この小屋に松原の下男として使はれてゐる本島人の男ですが、それはその夕方から夜の十時ごろまで家を開けてゐて、歸るとこの樣を見たとの事なのです。彼の言ふところでは、その日、馬が病氣らしいので、そんなことに精しい友人のところへ馬を見せに村里へ行つて居たのださうです。しかし、わざと留守にして置いて、賊を手びきしたかも知れないといふ疑は充分に容れられます。下男はもう旣にその場から憲兵につれられて行つたと言ふのですが、それは當然のことと思へたのです。

　ランプの油がなくなつて、それでなくとも部屋のなかはとても久しく居るに堪へられないものでした。私たちはもうぢきに夜の明ける戶外へ出てぼんやり立盡してゐたのです。蕃人の所爲だと聞いた時、私は何故あの頭目に松原をよく賴んで置かなかつたかと、馬の上でそればかり悔んでゐましたが、唯の賊だとわかるとこの後悔は無くなりましたが、その代りにもしその夜、私たちが恒春の役所へは行かずに、すぐ松原のこの小屋に來てゐたならばどうであらうと、私たちはそれを考へ、話し合つたのです。しかし、たとひ我我四人がゐたからと言つて到底、松原を救へたらうなどとは思へないのでした。寧ろ、我我も松原と一緖に殺されてしまつたくらゐのものだつたでせう。賊は多數で來たに違ひないのです。それともその夜は私たちがゐるがために賊は襲ふことを見合せるにしても、いづれは目星をつけられて松原はかういふ運命はのがれられなかつたかと思はれるのでした。松原夫妻が外國人流に指輪だの首飾りだの金や寶石などを集めて持つてゐたことを知られたのが惡かつたのです。——私たちはあとの祭に、かういふことをそれからそれと思ひながら、時時、皆はただ二言三言まぢへるのでした。

　夜がすつかり明けて來て、松原の耕作地を見渡しますと、そこには僅に五寸ほど延びたコーヒの苗が並んで植はつてゐました。これが松原の日本へ來てした仕事のすべてでした。私たちはその一本をとつて、それを紀念ために押し花にして置かうといふのでした。ふと見ると、家の外壁に朝顏が咲いてゐる。よく見ると朝顏ではない見なれない花なのです。私はそれの種をももいで來たのです。いつぞや、松原が彼の抱負を話した時、農園に植ゑたいと思つて持つて來たといふたくさんの種のなかには、こんな花まで混つてゐたと見える。——それにしても、あの時のいろんな種類の種はどうしたらうか。さう思ひ出して、私たちは相談の上で松原のトランクを搜しました。種のふくろは見つかりました。

　總督府でも松原の志を哀れに思つて、後に松原の持つて來た種を殘らず試驗的に栽培して見ました。そのなかにはこの土地で完全に發育するものは一つもありませんでした。松原は臺灣の風土をもつと熱帶的だと思ひ込んでゐたらしいのです。さうです。ここではコーヒもよく育たないのです。そのなかにたつた一つ、今の朝顏に似たあの花だけが、これはいづれ松原か或は細君かが慰みに持つて來たものでせうが、これだけがここの風土にどんなにしつくり適してゐたものかいつの間にか全島へ擴まつて、あなたもごらんのとほり、今ではこの島の雜草の中でも一ばん目ぼしいものになつたのです。あなたのやうな文學者の前で、そんな下手なことを言つてはをかしいが、私はこの花を見るといろいろ支那の話などにあるやうに、松原の靈が花になつたかとさへ思へるのです。




「それでその、」私はやつと初めて口を利いた。「松原夫妻は外國ではどんな生活をしてゐたのか、それがわかりませんか」

「さうさう。それを申しませんでしたね。私たちも、それに興味を持つたのです。一度、松原と一緖に酒を飮んでゐる序に、誰かが松原に、君は臺灣開發史上に名を殘す人なのだから、君の今までの生涯を聞かせないかと言ひ出すと、松原はそれではといふので話し出しました。もとは船乘りで船のなかで喧嘩をしてシンガポールへ着くと、上陸したまま船へは歸らなかつた。陸では言葉が判らないのでだまされて人に奴隷に賣られたのだといふ事が、自分でも後に氣がついた。細君は十二の時に人買に浚はれて、やはりシンガポールで曲馬團に賣られた。松原はそんことを少し詳しく話出して、傍には日頃快活な細君がぢつと沈み込んで聞いてゐるなと思つたら、彼女は思ひがけないヒステリカルな聲で「そんなことは言はないで下さい。そんな事を人に知られるくらゐなら、わたしは死んでしまひます！」とわめき出したと一緖に、その場へ泣き崩れてしまつたのです。私たちはもとよりですが、松原も非常にうろたへて話はそれつきりになりました。松原は呆氣にとられてゐる私たちをふりかへつて「馬鹿な」といふやうなひとり言を言ひながらその顏は泣き笑ひをしてゐるのでした。細君は子供のやうに泣き入つて、なかなかやみませんでした。その時の印象があまり不思議だつたので、私たちはいつかは一度聞きたいものだと思つてゐたのでしたが、それが永久に判らなくなつたのです。松原夫妻を殺した者ですか。それは判りました。あの馬の病氣を見てもらひに行つたといふ人物は、きびしく取調べたけれども何の手がかりもなく、またその男といふのは事實關係はなかつたらしく、その平常を調べると律氣な男だといふことが知れたし、ともかくも放免してその上でそれとなく暫く嚴重に監視したが何の變つたところも無かつたさうです。さうしてその事件は一時はもうそのまま判らぬものになつてしまつて居たのです。その時代の、そんな地方としては判らない方が寧ろ當然でした。ところが後十年近くも立つて、臺中の附近でつかまヘた强盜の一團があつて、それの首魁が精巧なピストルを持つてゐるといふので、その出所を詰問してゐると、松原夫婦を殺した事實を白狀したのです。其ピストルは松原の所持品であつたらしいのです。其仲間は無論、みんな銃殺されました。




　話を聞き終つた記者は、もう一度垣根の花をつくづくと見て、それの種を内地へ持つてかへらうと思ひ立つた。臺灣では殆んど年中花が咲くし、内地でもよく育ち、夏はきつとよく花が咲くだらうと、この庭の主人も言つたからである。庭へ下りて見たが垣根一面の草の上には露が一ぱいたまつてゐた。濡れないやうにと思ひながら注意して搜したが、熟した種は一つも見當らなかつた。さつきのひどいシヤワアに洗い落されたのだらうと思つたので、更に土の上を見たがやはり見つからなかつた。きつと土に落ちたのは洗ひ流されたのであらう。主人はそれを見て、そのうちにいいのを取つて手紙の中へでも入れて送つてやると言つてくれたので、私は再びベランダへあがつた。十二になる可愛い女の子が、外から父とその客とのそばヘかけ込んで來た。空には大きな虹が出てゐたが、もう消えて行つたと敎へに來たのである。
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